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1　 は じめに

発達 した台風にお い て 、 しば しば蛇行現象が観測され

る こ とがある。こ の 現象の 発生 メ カ ニ ズム として 、こ れ

ま で 台風 自身 の 渦構造 に 起因する 不安定（Nolan　 et　al．
，

2001）や 、 台風とそ の 環境場 との 相互作用（HoUand　and

Lander，1993）などが考えられ てきた 。 前回 の 発表（2004

年春季大会 P167）で は、蛇行運動をする台風の レ
ーダ画

像に共通 した特徴で あ る、
”
非軸対称な 2重眼構遭

’
の形成

過程 につ い て主に調 べ 、蛇行運動 を引き起 こ す新たな台

風構造の 可能性を考えた。今回 は 、レーダ画像にお い て

強 い 反射強度を示す台風 の 壁雲領域お よび外側 の 眼が正

の鉛直渦度を持つ 領域で あ る とい う仮定の も と、渦の 相

互作用とし て の 非軸対称な 2 重渦の 振る舞 い に 関する数

値実験を行 っ た。非軸対称な 2 重眼構造における壁雲領

域を模し た 「内側 の 渦」 の 回転周期及 び 擲 笛が、非軸対

称な 2 重渦構造 の何に 大き く依存 して い る の 力煽 広 い パ

ラメ
ー

タ領域で 感度実験 を実行 した 。

2　数値実験概要

　数値実験には 、 前回と同様に コ ン ターダイナ ミ ク ス モ

デル を用い た 。 初期設定 としては、2重眼構造における内

側の 壁雲領域を模 した円形の渦の外側に、外側の眼の壁

雲を模した渦 リン グを置き、内側 の 円形渦 の 位置を少 し

ず らすこ とで 、非軸対称な 2 重渦構造 を設定した。そ し

て 、「内側の 渦 」 の 中心位 置、「内側の 渦 」 の大きさ、渦

リン グと 「内側 の 渦」 の 渦度の 大 きさとの 比をパ ラ メ
ー

タと して、様々 な非軸対称な 2 重渦構造を初期状態 と し

た実験を行っ た。

3　実験結果

　図 1 に、「内側の 渦 」 の 回転周期に 関するダイ ヤ グ ラ ム

を示す 。 図 の 横軸 は、「内側 の 渦 」 の 渦 リン グ 中心 か らの

ずれ、縦軸は 吶 側の 渦 」 の 大きさで あり、「内側 の 渦 」

と渦 リン グ の 渦度比 が O．1、0．5、1．0、2．0 の 揚合につ い

て 示す。こ の 図にお け る   stable 　soluti 。n とは、一回転

後の 「内側 の 渦」 の 位置が 、
一

回転前 の それ よ り 5％以 上

ずれた とき の こ とと定義し、
一

回 転する前に計算不安定

を起 こ した もの も不安定に含 め る。図 1 よ り、「内側の 渦 1

の 回転周期は、「内側 の 渦 」 の 大き さおよびそ の 中心 位置

の ずれ に も依存するが、「内側の 渦」 と渦 リン グの 渦度比

に最も依存性が大 きい こ とが わ か る。こ れ に 対 し、「内側

の 渦 」 の振幅は、初期状態に おけ る渦 リン グ 中心 か らの

ずれ に大きく依存する（図 2）。これ らの結果は、非軸対称

な 2 重眼構造 における蛇行運動 の 振幅力弐、2 重眼構造が

形成 された時 の 非軸対称 性に依存 し、回転周期は内側 の

眼 と外側の 眼 の 渦度比に依存 して い る こ とを示す。

　最後 に、非軸対称な 2 重眼構造 と蛇行運動が観測 され

た T9918 号の鉛直渦度プ ロ フ ァ イル を推定し、現実的な

構造における内側 の 眼 の 回転周期及び振幅 を見積 っ た 。

そ の 結果、観測値（回転周期 3−4 時間、振幅 10km ）に対 し、

数値実験で は、回転周期 1．9 時間、振幅 8k皿 と観測結果

と同程度の 値が得られた。 以上の 結果よ り、非軸対称な 2

重限構造をとる台風 で は、非軸対称 な 2 重渦 の 相互作用

の 結果に よ っ て、蛇行運動が生ずる可能性が 示 され た。
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図 1 非軸対称 な 2 重渦構造に お け る 「内側 の 渦 」

　　　の 回転周期に関する ダイ ヤ グラム
。 図 の 横軸は 、

　 「内側 の 渦」 の 中 ’酎立置 の ずれ、縦軸は大きさをそ

　れぞれ示す。（a）〜（diは渦 リン グと 「内側 の 渦」 の 渦

　度比 が 0．1、O．5、1，0、2．0 の 場合をそれぞれ示す。
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図 2　図 1 と同 じ、ただ し振幅につ い て の ダイヤグラ

　ム。（a）、（b）は渦度比 0．1、1．0 の 揚合をそれぞれ示藐
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